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北
一
条
教
会
献
堂
九
〇
周
年
・

ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
来
日
二

五
周
年
を
記
念
し
て
開
催

十
月
七
日
（
土
）
と
八
日

（
日
）
の
両
日
に
北
一
条
教
会

で
、
名
古
屋
教
区
の
南
山
教
会

の
協
力
で
、
北
一
条
教
会
現
聖

堂
献
堂
九
十
周
年
と
、
ヨ
ハ

ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
前
教
皇
来
日

二
五
周
年
を
記
念
し
て
ミ
ニ
・

バ
チ
カ
ン
展
が
開
催
さ
れ
た
。

北
一
条
教
会
の
カ
テ
ド
ラ
ル

ホ
ー
ル
に
は
、
十
字
架
の
聖
遺

物
や
、
教
皇
様
の
写
真
一
〇
〇

点
、
祝
福
さ
れ
た
ロ
ザ
リ
オ
一

〇
点
、
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世

の
サ
イ
ン
カ
ー
ド
五
〇
種
類
、

直
筆
の
お
礼
状
、
ロ
ー
マ
で
の

一
般
謁
見
の
時
に
手
に
さ
れ
た

日
本
語
の
ス
ピ
ー
チ
原
稿
二
〇

枚
、
書
斎
で
実
際
に
使
用
さ
れ

て
い
た
ペ
ン
等
が
展
示
さ
れ
る

と
同
時
に
、
記
念
番
組
の
ビ
デ

オ
が
上
映
さ
れ
た
。

八
日
（
日
）
午
前
十
時
一
五

分
か
ら
の
記
念
講
話
は
、
西
山

達
也
神
父
（
コ
ン
ベ
ン
ツ
ア
ル

聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
、
前
教
皇

に
日
本
語
教
師
と
し
て
長
年
仕

え
ら
れ
た
）
を
招
き
、『
西
山

神
父
の
み
た
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ

二
世
』
と
題
し
て
、
在
り
し
日

の
故
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
の

逸
話
を
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。

西
山
神
父
と
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ

二
世
と
の
日
本
語
教
師
と
生
徒

（
？
）と
し
て
の
関
り
は
、「
一

時
間
半
以
内
に
来
る
よ
う
に
」

と
の
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
か

ら
の
突
然
の
伝
令
に
、
戸
惑
い

な
が
ら
伺
う
と
、
日
本
語
を
教

皇
様
に
教
え
る
と
言
う
大
役
を

仰
せ
つ
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
お

断
り
し
た
の
で
す
が
、「
あ
な

た
で
い
い
ん
で
す
」
と
い
う
鶴

の
一
声
で
決
ま
っ
て
し
ま
い
、

そ
の
後
、
十
三
年
間
毎
週
水
曜

日
の
昼
食
時
間
に
日
本
語
を
教

え
る
こ
と
と
な
っ
た
わ
け
で

す
。
と
言
う
こ
と
は
、
教
皇
は
、

昼
食
の
時
間
を
割
い
て
日
本
語

を
勉
強
な
さ
っ
た
と
言
う
こ
と

で
す
。（
毎
日
三
〇
分
単
位
で

謁
見
の
予
定
が
組
ま
れ
て
い
た

中
で
日
本
語
を
勉
強
さ
れ
た
）

教
皇
は
語
学
の
天
才
（
十
九
ヶ

国
語
を
話
し
、
四
十
ヶ
国
語
以

上
を
理
解
で
き
た
）
だ
か
ら
こ

そ
出
来
た
業
で
し
ょ
う
。

挨
拶
程
度
で
良
い
か
ら
と
言

う
こ
と
で
お
引
き
受
け
し
、
イ

ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
直
す
こ
と

か
ら
始
め
ま
し
た
。
教
皇
は
語

学
の
天
才
ゆ
え
に
日
本
語
の
マ

ス
タ
ー
が
早
く
、
日
本
語
で
ミ

サ
を
、
日
本
語
で
ス
ピ
ー
チ
を

と
い
う
こ
と
に
な
り
、「
さ
あ
ー

大
変
な
こ
と
に
な
っ
た
」
と
い

う
の
が
そ
の
時
の
第
一
印
象
で

し
た
。

そ
し
て
、
教
皇
は
、
二
十
五

年
前
、
敬
愛
す
る
コ
ル
ベ
神
父

の
足
跡
を
辿
る
べ
く
日
本
を
ご

訪
問
な
さ
り
、
日
本
語
で
の
ミ

サ
と
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
西
山
神
父
は
前

教
皇
の
お
気
持
ち
を
表
す
そ
の

時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
一
つ
お
話

し
に
な
り
ま
し
た
。「
長
崎
で

の
ミ
サ
の
日
は
、
霙
交
じ
り
の

寒
い
日
だ
っ
た
の
で
、教
皇
は
、

控
え
室
に
入
っ
て
く
る
な
り
お

声
を
か
け
ら
れ
た
言
葉
は
、『
お

湯
を
用
意
し
ま
し
た
か
？
』
で

し
た
。
洗
礼
を
授
か
る
信
徒
へ

の
配
慮
の
言
葉
だ
っ
た
の
で

す
。」ま

た
、
教
皇
は
モ
ノ
マ
ネ
上

手
で
、
水
兵
の
真
似
や
、
チ
ャ

ッ
プ
リ
ン
の
真
似
、
あ
る
司
祭

の
真
似
な
ど
を
よ
く
し
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
人
の
観
察
を

良
く
し
て
い
た
方
で
あ
っ
た
こ

と
の
証
明
で
あ
り
、
顔
の
前
に

手
を
翳
し
て
（
Ｔ
Ｖ
の
報
道
で

も
皆
さ
ん
ご
覧
に
な
っ
た
姿
）

い
る
の
は
、
そ
の
間
か
ら
参
列

し
て
い
る
人
々
を
よ
く
見
て
話

す
前
準
備
と
し
て
必
要
な
姿

だ
っ
た
の
で
す
。

「
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
の

こ
と
を
一
言
で
表
す
と
」
と
よ

く
聞
か
れ
ま
す
が
、
西
山
神
父

か
ら
見
て
教
皇
は
「
お
と
な
」

だ
っ
た
。（『
お
と
な
』
と
は
、

『
大
人
』
で
あ
り
、
心
理
学
上

の
人
と
成
る『
成
人
』で
あ
り
、

神
が
創
ら
れ
た
完
全
な
人
『
聖

人
』
で
あ
る
。）

神
は
完
全
な
状
態
で
人
を

創
っ
た
が
、
我
々
が
そ
れ
を
壊

し
て
い
ま
す
。
聖
人
と
は
、
凄

い
こ
と
を
し
た
人
で
は
な
く
、

神
様
の
聖
心
を
実
践
し
た
人
で

あ
り
ま
す
。
自
分
の
所
属
す
る

教
会
か
ら
何
人
の
聖
職
者
が
出

た
か
ど
う
か
、
出
て
い
な
い
こ

と
は
怖
い
こ
と
で
あ
り
、
恐
ろ

し
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
信

仰
が
根
付
い
て
い
る
か
ど
う
か

判
断
す
る
た
め
に
も
必
要
な
こ

と
で
す
。
召
出
し
は
、
イ
エ
ス

様
が
選
ん
だ
か
ら
で
、
イ
エ
ス

様
に
責
任
が
あ
り
ま
す
（
少
し

は
気
が
楽
に
な
り
ま
す
）。
出

会
い
の
凄
さ
、
神
様
の
永
遠
性

（
神
様
と
私
た
ち
は
い
つ
の
世

も
一
緒
。
私
は
聖
母
マ
リ
ア
と

一
緒
に
い
る
）
を
感
じ
ま
す
。

ミニ・バチカン展の様子（カテドラルホール）

講演なさる西山神父
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神
様
の
聖
心
を
実
践
し
た
方
―
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世＝
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九
月
十
日
（
日
）
午
後
二
時

半
か
ら
カ
テ
ド
ラ
ル
に
お
い
て

地
主
敏
夫
司
教
の
司
式
で
、
司

祭
、
修
道
者
、
信
徒
二
五
〇
人

余
り
が
参
列
し
、
両
神
父
の
在

り
し
日
を
偲
ぶ
と
同
時
に
、
両

師
の
業
績
を
讃
え
て
神
様
の
御

許
で
の
安
息
を
祈
っ
た
。
説
教

の
中
で
地
主
司
教
は
、
ご
自
身

と
同
世
代
で
あ
る
両
司
祭
の
逝

去
に
ふ
れ
、
余
り
に
も
身
近
に

い
す
ぎ
た
た
め
、
ご
自
身
と
同

化
さ
せ
感
慨
も
一
入
の
よ
う
で

あ
っ
た
。

ジ
ョ
ゼ
フ
・
メ
ナ
ー
ド
神
父

（
メ
リ
ノ
ー
ル
宣
教
会
）
が
五

十
年
以
上
の
日
本
で
の
宣
教
を

終
え
ら
れ
て
、
九
月
二
十
六
日

に
ア
メ
リ
カ
へ
帰
国
な
さ
い
ま

し
た
。

戦
争
中
に
富
沢
司
教
が
ロ
ー

マ
の
メ
リ
ノ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
宿

泊
な
さ
っ
た
こ
と
や
、
富
沢
司

教
様
が
京
都
教
区
出
身
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
富
沢
司
教
が
札

幌
教
区
長
に
任
命
さ
れ
た
折
、

メ
リ
ノ
ー
ル
宣
教
会
に
北
海
道

で
の
宣
教
を
要
請
さ
れ
、
戦
後

ま
も
な
い
一
九
五
四
（
昭
和
二

十
九
）年
に
、
メ
ナ
ー
ド
師
は
、

ラ
イ
ア
ン
師
、ゴ
ー
ル
マ
ン
師
、

ラ
ッ
キ
ー
師
、
ツ
ー
シ
ェ
ッ
ト

師
の
四
師
と
共
に
同
宣
教
会
と

し
て
始
め
て
来
道
さ
れ
、
最
初

に
室
蘭
教
会
に
赴
任
な
さ
い
ま

し
た
。
そ
の
時
か
ら
今
回
帰
国

な
さ
る
ま
で
の
五
十
二
年
間
を

北
海
道
中
心
に
宣
教
な
さ
い
ま

し
た
。
九
月
十
八
日
に
ラ
イ
ヤ

管
区
長
と
共
に
、
地
主
司
教
様

へ
離
日
の
報
告
に
来
ら
れ
、
二

十
五
日
に
は
メ
リ
ノ
ー
ル
宣
教

会
の
司
祭
団
と
和
や
か
な
送
別

会
を
行
い
ま
し
た
。
メ
ナ
ー
ド

神
父
様
の
北
海
道
で
の
宣
教
活

動
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
の
健

康
を
お
祈
り
し
ま
す
。

【
メ
ナ
ー
ド
師
略
歴
】

一
九
一
九
年
三
月
二
十
三
日

生
ま
れ

一
九
四
八
年
六
月
十
二
日

司
祭
叙
階

一
九
五
四
年
八
月
〜

室
蘭
教
会
主
任
司
祭

一
九
五
八
年
九
月
〜

伊
達
教
会
主
任
司
祭

一
九
六
五
年
三
月
〜

新
富
町
教
会
主
任
司
祭

一
九
六
九
年
四
月
〜

登
別
教
会
主
任
司
祭

一
九
七
九
年
一
月
〜

夕
張
教
会
主
任
司
祭

一
九
八
三
年
〜
一
九
九
四
年

ア
メ
リ
カ
と
京
都
で
司
牧

一
九
九
四
年
〜

表
町
教
会
主
任
司
祭

一
九
九
七
年
〜
二
〇
〇
六
年
九
月

伊
達
教
会
主
任
司
祭

二
〇
〇
六
年
九
月
二
十
六
日

日
本
で
の
宣
教
を
終
え
ら
れ

て
ア
メ
リ
カ
へ
帰
国

九
月
二
十
三
日
（
土
・
秋
分

の
日
）月
寒
教
会
に
お
い
て「
人

が
大
切
に
さ
れ
る
社
会
に
向

か
っ
て
」
を
テ
ー
マ
に
働
く
人

の
家
の
十
五
周
年
を
祝
う
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

祝
う
会
に
は
、
地
主
敏
夫
司

教
様
は
じ
め
賛
助
会
代
表
の
田

村
忠
義
神
父
様
、
札
幌
Ｊ
Ｏ
Ｃ

協
力
司
祭
の
谷
内
武
雄
神
父
様

と
ペ
ラ
ー
ル
神
父
様
、
月
寒
教

会
主
任
の
上
杉
昌
弘
神
父
様
、

教
区
事
務
局
長
の
場
�
洋
神
父

様
方
の
司
祭
団
と
、
一
〇
〇
名

余
り
の
修
道
者
・
信
徒
や
関
係

す
る
一
般
の
方
々
が
参
加
し
晴

天
の
も
と
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。午

後
二
時
か
ら
始
ま
っ
た
式

典
に
続
き
、記
念
講
演
と
し
て
、

人
員
削
減
に
よ
っ
て
勤
務
先
を

解
雇
さ
れ
て
以
来
二
十
五
年

間
、
勤
務
し
て
い
た
会
社
の
前

で
、企
業
の
中
で
の
人
権
侵
害
、

い
じ
め
の
実
態
に
関
心
を
持
と

う
と
ギ
タ
ー
を
片
手
に
訴
え
続

け
て
い
る
「
田
中
哲
郎
氏
の

ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
一

時
間
半
に
亘
っ
て
熱
く
行
わ
れ

た
。
そ
の
後
、
月
寒
教
会
中
庭

で
楽
し
い
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

札
幌
働
く
人
の
家
で
は
、
札

幌
Ｊ
Ｏ
Ｃ
、
札
幌
Ｃ
Ｗ
Ａ
、
札

幌
Ａ
Ｃ
Ｏ
、火
曜
対
話
学
習
会
、

イ
エ
ス
の
生
き
方
を
学
ぶ
聖
書

の
会
、
す
み
れ
の
会
、
宣
司
評

札
幌
地
区
青
少
年
部
会
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

カ
ト
リ
ッ
ク
平
和
憲
法
を
守
る

会
北
海
道
な
ど
の
活
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。十
五
年
の
間
に
、

ス
タ
ッ
フ
の
二
十
四
時
間
態
勢

の
中
で
、
青
年
た
ち
が
、
我
が

家
の
よ
う
に
集
い
、
友
情
を
通

わ
せ
、
社
会
を
見
つ
め
、
自
ら

の
居
場
所
を
見
出
し
て
巣
立
っ

て
い
き
ま
し
た
。

カ
ト
リ
ッ
ク
札
幌
働
く
人
の

家
は
、
賛
助
会
員
の
皆
様
は
じ

め
多
く
の
方
々
の
ご
寄
付
に

よ
っ
て
、
こ
の
十
五
年
間
を
無

事
運
営
し
て
く
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

連
絡
先

�
〇
一
一
―
八
五
九
―

二
五
六
七

Ａ
Ｙ
Ｄ
二
〇
〇
六
に
参
加
し

た
秋
野

波
留
夫
君
の
報
告
か

ら
抜
粋
に
て
紹
介
し
ま
す
。

多
く
の
青
年
た
ち
と
接
し

て
、
大
い
な
る
感
動
を
得
た
よ

う
で
す
。

今
回
は
「
家
族
」
を
テ
ー
マ

に
、
ア
ジ
ア
二
十
五
カ
国
、
欧

州
、
ア
フ
リ
カ
か
ら
約
八
〇
〇

人
の
青
年
が
香
港
に
集
い
ま
し

た
。
開
会
式
の
時
か
ら
国
の
枠

を
取
り
払
っ
て
、
積
極
的
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
ろ
う

と
心
が
動
い
た
人
が
多
く
、
異

な
る
文
化
、
言
語
は
障
壁
と
な

ら
ず
「
信
仰
の
家
族
」
と
し
て

の
交
わ
り
と
愛
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
Ａ
Ｙ
Ｄ
の
期

間
中
は
、
た
く
さ
ん
の
歌
や
踊

り
、
祈
り
、
活
動
、
食
事
な
ど

を
通
じ
て
、
本
当
に
素
晴
ら
し

い
思
い
出
と
友
情
を
共
有
で
き

た
こ
と
、
そ
の
貴
重
な
恵
み
を

自
分
の
国
に
帰
っ
て
か
ら
も
広

＝ミサを捧げる地主司教様＝
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北
海
道
で
の
五
十
年
以
上
の

宣
教
司
祭
の
旅
を
終
え
て＝＝日本で最後のミサの後に

メナード神父様を囲んで＝
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参加した人々と

司

祭

の

異

動

故故
「「
場場
��
柔柔
晨晨
神神
父父
」」

故故
「「
橋橋
本本

力力
神神
父父
」」

追
悼
ミ
サ
が
厳
か
に
と
り

行
な
わ
れ
る
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げ
て
い
こ
う
と
互
い
に
励
ま
し

あ
い
、
イ
エ
ス
様
に
つ
な
が
れ

て
い
る
安
心
感
と
平
和
を
い
つ

も
感
じ
な
が
ら
の
五
日
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
い

つ
も
喜
ん
で
い
な
さ
い
。
絶
え

ず
祈
り
な
さ
い
。
す
べ
て
の
こ

と
に
感
謝
し
な
さ
い
。」
と
い

う
祈
り
を
本
当
に
実
感
し
、
自

分
が
自
分
で
い
ら
れ
る
安
心
感

と
、
相
手
を
も
っ
と
好
き
に
な

り
た
い
と
い
う
素
直
な
心
に
な

れ
た
こ
と
は
、
本
当
に
嬉
し
い

こ
と
で
、
言
葉
で
表
現
で
き
な

い
よ
う
な
感
動
で
胸
が
一
杯
に

な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
が
、
自

分
た
ち
に
植
え
ら
れ
た
種
を
芽

吹
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
毎
日
の
生
活
で
出
会
う
全

て
の
人
々
と
共
に
、
幸
せ
に
生

き
る
た
め
に
何
を
求
め
て
い
け

ば
良
い
の
か
を
考
え
、
分
か
ち

合
っ
て
い
く
意
識
を
い
つ
も
忘

れ
ず
に
い
た
い
で
す
。そ
し
て
、

次
回
の
Ａ
Ｙ
Ｄ
で
、
も
っ
と
多

く
の
人
が
招
か
れ
て
、
神
様
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聴
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
祈
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
、

私
た
ち
を
支
え
て
下
さ
っ
て
い

る
家
族
、
友
人
、
神
父
様
に
感

謝
致
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

困
難
や
苦
し
み
に
あ
っ
た
時

に
、
お
互
い
を
励
ま
し
あ
い
、

助
け
合
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き

ま
す
よ
う
に
・
・
・
・
。

岡
澤
ま
ど
か

八
月
一
日
〜
三
日
ま
で
カ
ト

リ
ッ
ク
高
校
生
会
主
催
の
夏
キ

ャ
ン
プ
に
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
参

加
し
ま
し
た
。
場
所
は
支
笏
湖

の
ポ
ロ
ピ
ナ
イ
キ
ャ
ン
プ
場
で

し
た
。
私
は
去
年
、
執
行
部
の

会
長
を
し
て
い
て
、
何
か
力
に

な
れ
な
い
か
と
思
い
、
春
か
ら

カ
ト
リ
ッ
ク
高
校
生
会
執
行
部

を
手
伝
っ
て
き
ま
し
た
。
毎
年

参
加
人
数
が
減
り
つ
つ
あ
る
こ

の
夏
キ
ャ
ン
プ
。
今
年
も
人
数

は
少
な
か
っ
た
で
す
が
、
少
な

い
な
り
に
ま
と
ま
り
が
あ
っ
た

と
感
じ
ま
し
た
。

自
然
の
中
、
湖
の
そ
ば
で
レ

ク
を
し
た
り
す
い
か
わ
り
を
し

た
り
、
執
行
部
が
用
意
し
た
道

具
で
バ
レ
ー
や
野
球
を
し
た
り

し
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
は
キ
ャ

ン
プ
場
で
も
ら
っ
た
割
引
券
を

使
い
、
丸
駒
温
泉
に
行
き
汗
を

流
し
ま
し
た
。
夜
は
花
火
を
し

た
り
、
歌
を
歌
っ
た
り
し
ま
し

た
。
毎
朝
、
晩
は
皆
で
お
祈
り

を
し
、
三
日
目
の
朝
は
自
然
に

囲
ま
れ
た
中
で
上
杉
神
父
様
司

式
の
ミ
サ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

自
然
の
恵
み
、
神
の
恵
み
を
受

け
な
が
ら
、
皆
が
自
的
に
協
力

し
て
皿
洗
い
、
火
お
こ
し
、
料

理
作
り
、
後
方
付
け
な
ど
を
し

て
い
ま
し
た
。
人
数
は
少
な

か
っ
た
で
す
が
そ
の
分
、
皆
の

仲
が
深
ま
り
三
日
間
通
し
て
良

い
雰
囲
気
と
な
っ
て
い
た
と
感

じ
ま
し
た
。
ま
っ
黒
に
日
焼
け

を
し
、
こ
の
三
日
間
高
校
生
た

ち
は
忙
し
い
毎
日
の
中
で
は
な

か
な
か
し
な
い
よ
う
な
貴
重
な

三
日
間
を
体
験
し
て
い
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
今
年
の
執
行
部

は
そ
れ
ぞ
れ
の
参
加
者
が
よ
り

楽
し
め
る
よ
う
に
自
分
の
仕
事

を
自
分
な
り
に
や
っ
て
い
て
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
も
過
ご
し
や

す
い
と
感
じ
ま
し
た
。
本
当
に

お
疲
れ
様
で
し
た
と
言
い
た
い

で
す
。
去
年
こ
の
夏
キ
ャ
ン
プ

を
企
画
し
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
執
行
部
の
不
安
な
気
持
ち

は
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た

参
加
し
た
高
校
生
た
ち
は
こ
の

夏
過
ご
し
た
こ
と
を
忘
れ
ず
に

こ
れ
か
ら
の
生
活
の
糧
に
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

■

釧
路
地
区

■

地
区
信
徒
大
会
開
催

八
月
二
十
七
日
、
地
区
宣
司

評
の
主
催
で
釧
路
教
会
を
会
場

に
、信
徒
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

よ
く
晴
れ
た
夏
空
の
も
と
地
区

の
九
教
会
か
ら
百
五
十
二
名
の

信
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。

毎
年
八
月
最
終
日
曜
日
が
恒
例

の
大
会
で
す
が
、
今
年
は
次
の

と
お
り
当
地
区
在
勤
の
四
人
の

司
祭
の
祝
賀
の
年
に
当
た
る
こ

と
か
ら
、
ま
ず
、
そ
れ
を
記
念

し
て
感
謝
の
ミ
サ
が
捧
げ
ら
れ

た
。

◆

司
祭
叙
階
五
〇
周
年

マ
ウ
リ
リ
オ
・
ラ
ザ
ロ
師

（
柏
林
台
教
会
）

カ
リ
シ
モ
・
ロ
ン
デ
ロ
師

（
釧
路
地
区
長
・
新
川
教
会
）

◆

修
道
誓
願
五
〇
周
年

ル
カ
・
ボ
ナ
ヴ
ィ
ゴ
師

（
釧
路
教
会
）

ナ
ル
チ
ゾ
・

カ
ヴ
ァ
ツ
オ
ラ
師

（
中
標
津
教
会
）

午
後
は
、
カ
リ
タ
ス
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
代
表

堤

邑
江

先
生
の
「『
カ
リ
タ
ス
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
』
の
活
動
を
と
お

し
て
見
え
て
き
た
生
活
問
題
と

社
会
と
の
つ
な
が
り
」
と
題
し

て
講
演
を
い
た
だ
き
、
信
仰
に

基
づ
い
た
養
育
の
大
切
さ
を
述

べ
ら
れ
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

お
昼
ど
き
に
は
用
意
の
弁
当

を
囲
み
、
普
段
顔
見
知
り
で
な

い
者
ど
う
し
、
ま
た
久
し
ぶ
り

に
会
う
旧
知
の
信
徒
同
士
が
歓

談
す
る
様
子
も
見
ら
れ
る
な

ど
、
厳
か
な
な
か
に
も
親
し
み

と
感
謝
に
満
ち
た
実
り
多
い
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

顧
み
る
と
、
釧
路
地
区
で
の

宣
司
評
は
一
九
九
六
（
平
成

八
）
年
十
一
月
に
設
立
さ
れ
た

が
、
そ
の
前
身
で
あ
る
釧
路
地

区
信
徒
使
徒
職
委
員
会
は
一
九

六
九
（
昭
和
四
十
四
）
年
十
一

月
に
組
織
さ
れ
、
以
来
三
十
七

年
間
、
時
代
の
求
め
に
応
え
、

地
域
の
な
く
て
は
な
ら
な
い
存

在
と
し
て
、
地
道
に
組
織
を
維

持
し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
は
、
ひ

と
え
に
司
祭
側
の
心
を
ひ
と
つ

に
し
た
強
い
指
導
が
大
き
な
要

で
あ
っ
た
と
感
謝
す
る
次
第
で

す
。

（
マ
ウ
リ
リ
オ
師
は
休
暇
で
イ

タ
リ
ア
へ
帰
国
の
た
め
三
名
の

記
念
ミ
サ
と
な
っ
た
）

根
室
幼
稚
園
増
築
完
了了

園園
内
に
聖
堂
を
設
置

根
室
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園

（
阿
部
次
郎
園
長
）
は
一
九
六

二
年
設
立
以
来
市
民
の
強
い
支

持
を
受
け
て
成
長
。

と
く
に
平
成
八
年
の
全
面
改

築
以
来
は
、
幼
児
の
減
少
傾
向

に
も
か
か
わ
ら
ず
定
員
を
上
回

��
����

��
��
��
��
��
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担当司祭と参加者

講演会で耳を傾ける皆さん

幼稚園に併設された聖堂

各各
地地
区区
のの
活活
動動
報報
告告
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る
空
き
待
ち
の
状
況
が
続
い
て

お
り
、
保
護
者
か
ら
施
設
の
拡

張
が
切
望
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
た
め
昨
年
春
か
ら
、
内

部
に
聖
堂
を
設
け
る
こ
と
を
前

提
に
園
舎
増
築
の
検
討
を
す
す

め
、
地
主
司
教
様
か
ら
教
会
用

地
借
用
の
承
認
を
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
、今
春
四
月
に
着
工
、

八
月
二
〇
日
無
事
完
了
。

同
園
の
完
成
後
の
主
な
施
設

は
保
育
室
六
（
う
ち
預
か
り
保

育
室
一
）
・
調
理
室
（
食
育

室
）
・
和
室
（
礼
法
室
）
・
会

議
室
・
図
書
室
各
一
の
ほ
か
聖

堂
（
九
四
平
米
）
・
管
理
人
室

が
加
わ
り
、
施
設
面
で
幼
児
教

育
の
新
し
い
方
向
を
目
指
す
と

と
も
に
、
明
る
く
清
ら
か
な
祈

り
の
場
を
内
に
も
つ
カ
ト
リ
ッ

ク
の
幼
稚
園
に
よ
り
ふ
さ
わ
し

い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
園
児
及
び
保

護
者
の
要
望
に
応
え
幼
児
教
育

に
寄
与
で
き
る
と
と
も
に
、
地

域
の
信
徒
方
に
と
っ
て
は
老
朽

化
し
た
教
会
の
今
後
の
維
持
の

問
題
が
解
消
さ
れ
、
安
心
し
て

信
仰
に
勤
し
む
こ
と
が
で
き
、

お
お
い
に
喜
ば
れ
る
こ
と
と
な

ろ
う
。■

北
見
地
区

■

金
祝
・
パ
ウ
ロ
神
父
さ
ま

八
月
二
十
七
日
快
晴

当
地

自
慢
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
・
ブ
ル
ー

の
空
の
下
パ
ウ
ロ
神
父
さ
ま
の

叙
階
五
十
周
年
記
念
ミ
サ
が
ゆ

か
り
の
神
父
さ
ま
も
お
越
し
く

だ
さ
り
五
人
の
司
式
で
お
ご
そ

か
に
行
わ
れ
た
。

遠
方
よ
り
か
け
つ
け
て
く
だ

さ
っ
た
方
も
多
く
一
八
〇
人
の

参
列
看
は
パ
ウ
ロ
神
父
さ
ま
に

感
謝
の
思
い
を
胸
に
ミ
サ
に
臨

ん
だ
。
遠
い
オ
ラ
ン
ダ
よ
り
日

本
の
最
果
て
の
北
見
地
区
５
教

会
を
長
き
に
わ
た
り
司
牧
宣
教

さ
れ
た
こ
と
に
本
当
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

一
部
の
ミ
サ
が
終
わ
り
二
部

は
ス
ラ
イ
ド
に
パ
ウ
ロ
神
父
様

の
幼
い
時
か
ら
今
に
至
る
ま
で

の
写
真
を
映
し
、
楽
し
く
解
説

し
て
い
た
だ
き
、そ
の
後
み
ん

な
で
記
念
写
真
に
お
さ
ま
り
、

三
部
は
隣
接
の
藤
幼
稚
園
に
て

祝
賀
会
が
行
わ
れ
、
懐
か
し
い

方
々
の
再
会
を
喜
び
共
に
祝
っ

た
。
記
念
品
は
ア
イ
ヌ
紋
様
入

り
の
ス
ト
ラ
、
そ
れ
と
記
念
文

集
は
沢
山
の
方
々
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
寄
稿
文
を
そ
の
ま
ま
フ
ァ

イ
ル
し
て
パ
ウ
ロ
神
父
さ
ま
し

か
目
に
す
る
事
の
出
来
な
い
世

界
で
一
冊
の
文
集
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

パ
ウ
ロ
神
父
さ
ま
は
時
々
帰

国
さ
れ
る
の
で
す
が
、
私
違
は

「
も
う
帰
っ
て
来
ら
れ
な
い
の

で
は
」
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
先
日
こ
の
事
を
パ
ウ
ロ
神

父
さ
ま
に
お
話
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、に
こ
に
こ
し
な
が
ら「
帰
っ

て
き
ま
す
よ
。」
と
元
気
な
返

事
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
北
見

地
区
の
お
父
様
で
い
て
く
だ
さ

い
。

（
森
谷
）

■

旭
川
地
区

■

東
京
四
教
会
と
の
青
少
年

交
流
に
つ
い
て

間
野
正
孝
神
父

東
京
教
区
の
小
教
区
・
三
教

会（
板
橋
、
三
軒
茶
屋
、
瀬
田
）

と
新
潟
教
区
の
小
教
区
・
高
田

教
会
の
中
・
高
生
、
青
年
三
十

一
名
が
八
月
十
九
日
（
土
）
〜

二
十
日
（
日
）
旭
川
地
区
の
青

少
年
と
の
交
流
を
目
的
と
し
て

旭
川
・
神
居
修
道
院
に
来
ら
れ

ま
し
た
。
旭
川
地
区
か
ら
も
青

少
年
十
六
名
が
土
曜
日
の
午
後

か
ら
参
加
し
楽
し
い
集
い
や
交

流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
企
画
は
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

会
が
持
っ
て
い
る
東
京
の
小
教

区
の
青
少
年
を
対
象
に
召
命
を

少
し
ず
つ
考
え
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
考
え
の
も
と
、
都
会
を

離
れ
大
自
然
に
満
ち
溢
れ
て
い

る
北
海
道
に
出
か
け
仲
間
作
り

と
信
仰
を
見
つ
め
直
し
、
旭
川

地
区
の
青
少
年
と
交
流
を
深
め

る
も
の
で
し
た
。

◆
十
九
日
（
土
曜
日
）

午
後
二
時

修
道
院
中
庭
に
て
仲
間
作

り
と
し
て
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
ゲ
ー
ム

午
後
四
時

そ
の
ゲ
ー
ム
を
元
に
旭
川

５
条
教
会
に
て
感
謝
の
祭

儀
午
後
五
時
半

修
道
院
中
庭
に
て
ジ
ン
ギ

ス
カ
ン
・
パ
ー
テ
ィ
ー

午
後
七
時
半

グ
ル
ー
プ
分
け
に
よ
る

ロ
ー
ル
プ
レ
イ（
い
じ
め
）

午
後
九
時

近
く
の
温
泉
？
へ
入
浴

帰
院
後
フ
リ
ー
タ
イ
ム

と
い
う
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
で

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

特
に
「
い
じ
め
」
を
主
題
に

し
た
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
で
は
グ

ル
ー
プ
分
け
を
行
い
、
そ
の
中

か
ら
一
人
い
じ
め
ら
れ
る
人
を

選
び
、
そ
の
人
に
皆
が
真
剣
に

い
じ
め
の
言
葉
や
行
動
を
浴
び

せ
、
い
じ
め
る
側
と
い
じ
め
ら

れ
る
側
の
心
理
的
面
を
全
体
の

報
告
の
中
で
分
か
ち
合
い
、「
い

じ
め
」
が
い
か
に
人
格
を
否
定

し
傷
つ
け
て
い
る
か
を
実
感
し

た
体
験
で
し
た
。

◆
二
十
日
（
日
曜
日
）

午
前
十
時
半

旭
川
地
区
カ
ト
リ
ッ
ク
大

会
に
参
加

東
京
か
ら
来
ら
れ
た
青
少

年
の
方
々
を
皆
に
紹
介

講
演
と
感
謝
の
祭
儀
を
通
し
て

交
流
を
深
め
る

一
泊
二
日
と
い
う
短
い
時
間

で
し
た
が
、
旭
川
地
区
の
中
・

高
生
、
青
年
達
は
関
東
の
青
少

年
達
と
の
出
会
い
と
交
流
を
通

し
て
信
仰
の
輪
が
北
海
道
を
飛

び
越
え
て
関
東
ま
で
繋
が
っ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
企
画
は
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
会
と
し
て
初
め
て
の
試
み
で

あ
り
、
関
東
の
青
少
年
を
対
象

に
し
た
召
命
旅
行
で
あ
っ
た

為
、
色
々
な
点
で
不
備
が
生
じ

ま
し
た
が
、
今
後
は
そ
の
反
省

を
踏
ま
え
、
広
範
囲
に
お
け
る

青
少
年
の
召
命
を
考
え
た
企
画

に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

因
み
に
関
東
の
四
教
会
の
青

少
年
達
は
翌
日
利
尻
島
に
向
か

い
二
十
四
日
帰
京
い
た
し
ま
し

た
。

根室教会聖堂（幼稚園内）

記念のミサをするパウロ師

お祝いの花束を受けられるパウロ師
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■

苫
小
牧
地
区

■

いいいいいいいいいいいいいいいいいいい
かかかかかかかかかかかかかかかかかかか
ががががががががががががががががががが
ででででででででででででででででででで
ししししししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたたたたた
かかかかかかかかかかかかかかかかかかか
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

高高高高高高高高高高高高高高高高高高高
齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣
教教教教教教教教教教教教教教教教教教教
巡巡巡巡巡巡巡巡巡巡巡巡巡巡巡巡巡巡巡
礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼
団団団団団団団団団団団団団団団団団団団
ををををををををををををををををををを
迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎
えええええええええええええええええええ
ててててててててててててててててててて

八
月
二
十
五
日
（
金
）、
ぽ

つ
ぽ
つ
と
信
徒
が
教
会
に
集

ま
っ
て
、「
も
ー
十
一
時
だ

ね
ー
、
ま
だ
来
な
い
ね
ー
」
と

そ
わ
そ
わ
。「
え
っ
、
百
二
十

六
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
ー
、

お
聖
堂
の
椅
子
ど
か
し
ち
ゃ
お

う
か
、
お
座
布
団
な
ら
べ
よ
ー

か
ー
」。「
お
年
寄
り
だ
か
ら
、

椅
子
の
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ

な
ー
い
」。
教
会
の
生
き
字
引

の
、
大
長
老
婦
人
も
ス
タ
ン
バ

イ
、「
誰
さ
ん
も
誰
さ
ん
も
、

い
ら
っ
し
ゃ
る
は
ず
よ
」
と
、

ど
っ
し
り
。
十
二
時
ち
か
く
、

バ
ス
三
台
で
到
着
。
三
時
間
も

の
ド
ラ
イ
ブ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
皆
様
お
元
気
そ
う
に
笑
顔

で
教
会
へ
。小
さ
い
な
が
ら
も
、

緑
に
囲
ま
れ
た
敷
地
で
、
暖
か

い
団
欒
の
立
ち
話
。
オ
ニ
ー
ル

主
任
司
祭
や
、大
長
老
婦
人
は
、

歓
迎
の
笑
顔
を
振
り
ま
い
て
オ

シ
ャ
ベ
リ
。
そ
の
間
に
、
少
し

ず
つ
聖
堂
訪
問
や
ベ
ビ
ー
ホ
ー

ム
の
見
学
を
し
て
い
た
だ
く
。

静
内
川
を
は
さ
ん
だ
、真
歌（
マ

ウ
タ
）
の
丘
に
あ
る
、
ア
イ
ヌ

民
族
資
料
館
・
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ

ン
記
念
館
に
、
昼
食
・
公
演
会

場
を
準
備
。
皆
様
を
美
し
い
丘

に
送
り
届
け
て
、
教
会
の
メ
ン

バ
ー
は
解
散
。
皆
様
い
か
が
で

し
た
か
ー
。
ど
う
ぞ
、
お
元
気

で
。

（
静
内
教
会
有
志
）

室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
蘭蘭蘭蘭蘭蘭蘭蘭蘭蘭蘭蘭蘭蘭蘭蘭蘭蘭蘭
ブブブブブブブブブブブブブブブブブブブ
ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ
ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ
ククククククククククククククククククク
ののののののののののののののののののの
合合合合合合合合合合合合合合合合合合合
同同同同同同同同同同同同同同同同同同同

夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏
期期期期期期期期期期期期期期期期期期期
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
校校校校校校校校校校校校校校校校校校校
ががががががががががががががががががが
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催
さささささささささささささささささささ
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるる

室
蘭
ブ
ロ
ッ
ク
の
夏
期
学
校

が
道
立
洞
爺
少
年
自
然
の
家
を

ベ
ー
ス
に
八
月
五
日（
土
）か
ら

七
日（
月
）に
か
け
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
野
外
ミ
サ
、
洞
爺
湖

で
の
水
遊
び
な
ど
が
行
わ
れ
、

二
十
名
以
上
の
子
供
た
ち
が
参

加
し
楽
し
い
有
意
義
な
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■

札
幌
地
区

■

札
幌
・
使
徒
職
大
会
開
催

十
月
一
日
（
日
）
藤
学
園
講

堂
に
お
い
て
二
〇
〇
六
年
使
徒

職
大
会
が
「
宣
教
共
同
体
」
を

テ
ー
マ
に
午
前
九
時
五
十
分
か

ら
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
の
後
、『
新
し
い
ぶ

ど
う
酒
、
新
し
い
革
袋
』
と
題

し
て
、
円
山
教
会
主
任
司
祭

エ
ミ
ー
ル
・
デ
ュ
マ
ス
神
父

（
メ
リ
ノ
ー
ル
宣
教
会
）
が
講

演
を
さ
れ
た
。
デ
ュ
マ
ス
神
父

は
、
福
音
が
一
番
大
切
で
あ
る

が
、
大
切
な
の
は
聖
書
と
言
う

印
刷
物
で
は
な
く
、
私
た
ち
信

徒
が
福
音
を
宣
べ
伝
え
る
こ
と

で
あ
り
、
そ
の
喜
び
、
希
望
を

述
べ
伝
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
こ
と
を
全
身
を
使
っ
て
熱
く

語
ら
れ
た
。

我
々
の
共
同
体
は
「
福
音
＋

宣
教
＋
共
同
体
」
で
あ
り
、
い

ず
れ
の
福
音
書
も
我
々
に
集
ま

れ
と
は
述
べ
て
お
ら
ず
、「
行
っ

て
福
音
を
宣
べ
伝
え
な
さ
い
」

と
言
っ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、

福
音
が
語
っ
て
い
る
『
新
し
い

ぶ
ど
う
酒
、
新
し
い
革
袋
』
と

は
、
平
々
凡
々
と
何
も
せ
ず
イ

エ
ス
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、

イ
エ
ス
と
共
に
行
動
し
、
自
分

の
所
属
す
る
小
教
区
を
新
し
く

し
、
周
り
の
教
会
を
新
し
く
す

る
こ
と
が
大
い
に
大
切
で
あ
る

意
味
で
あ
る
こ
と
。
祈
り
は
お

互
い
（
共
同
体
）
の
た
め
に
祈

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を

語
ら
れ
た
。
ま
た
、
札
幌
教
区

の
歴
史
に
触
れ
ら
れ
、
札
幌
教

区
は
凡
そ
一
五
〇
年
の
歴
史
で

あ
り
、
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り

で
、
今
は
完
成
に
向
か
っ
て
歩

ん
で
い
る
途
中
で
あ
り
、
教
区

民
は
教
区
の
歴
史
を
顧
み
、
そ

れ
を
少
し
ず
つ
勉
強
す
る
こ
と

も
、
何
が
必
要
か
を
見
つ
け
出

す
手
段
で
あ
る
こ
と
を
語
ら
れ

た
。
Ａ
Ａ
の
ス
テ
ッ
プ
も
最
初

は
二
人
か
ら
始
ま
り
現
在
に

至
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
イ

エ
ス
も
二
人
・
三
人
と
私
の
た

め
に
集
ま
れ
ば
私
は
感
謝
す
る

と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
人
数

に
囚
わ
れ
ず
に
内
容
を
見
る
こ

と
、
失
敗
も
聖
霊
の
導
き
で
あ

り
、
少
し
ず
つ
ゆ
っ
く
り
と
共

同
体
が
一
緒
に
先
に
進
む
こ
と

が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
語
ら
れ

た
。最

後
に
、
京
都
教
区
の
大
塚

喜
直
司
教
様
の
「
現
実
に
合
わ

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
信
徒
会

の
あ
り
方
を
問
い
直
し
て
、
各

小
教
区
で
小
教
区
評
議
会
を
作

り
、
全
小
教
区
で
実
情
に
合
う

規
約
を
整
え
教
会
運
営
を
し
て

い
こ
う
と
い
う
取
り
組
み
を
紹

介
な
さ
れ
、
小
教
区
に
持
ち
帰

り
検
討
し
て
は
ど
う
か
と
問
題

提
起
を
投
げ
か
け
ら
れ
た
。

講
演
の
終
了
後
、
地
主
司
教

様
の
司
式
で
札
幌
地
区
の
司
祭

団
が
集
い
、
感
謝
の
ミ
サ
を
捧

げ
大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

平
和
を
祈
る
四
十
日
間

日
本
の
教
会
は
、
八
月
六
日

か
ら
十
五
日
ま
で
を
平
和
旬
間

と
し
、
祈
り
、
学
び
、
行
動
を

通
し
て
平
和
に
つ
い
て
考
え
を

深
め
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。札

幌
地
区
で
は
こ
こ
数
年
、

七
月
七
日
（
一
九
三
七
年

日

中
戦
争
の
始
ま
り
）
か
ら
八
月

十
五
日
ま
で
を
、
平
和
を
祈
る

四
十
日
間
と
し
て
案
内
し
て
き

ま
し
た
。今
年
の
テ
ー
マ
は「
平

和
の
た
め
に
働
く
人
は
幸
い
」。

「
戦
争
碑
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ツ

ア
ー
ｉ
ｎ
小
樽
」
を
七
月
十
七

日
に
開
催
し
二
二
名
が
参
加
。

か
つ
て
軍
港
で
も
あ
っ
た
小

樽
に
も
戦
争
関
連
の
碑
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
戦
争
を
賛
美
す

る
も
の
、
戦
死
者
を
英
霊
と
し

て
祀
っ
た
も
の
、
平
和
へ
の
誓

い
を
象
徴
す
る
も
の
な
ど
で

す
。
富
岡
教
会
で
の
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
後
、
新
海
神
父

の
案
内
で
、わ
だ
つ
み
の
塔（
小

樽
商
科
大
構
内
）、
小
林
多
喜

二
文
学
碑
（
旭
展
望
台
）、
長

紀
聖
従
の
碑
お
よ
び
顕
誠
塔

（
小
樽
公
園
）、
尼
港
事
件
殉

難
追
悼
記
念
碑
（
手
宮
公
園
）

な
ど
八
箇
所
を
巡
り
、
平
和
の

尊
さ
に
つ
い
て
共
に
考
え
る
機

会
を
持
ち
ま
し
た
。
主
催
は
正

義
と
平
和
委
員
会
。

元気に水遊び野外ミサ

＝動き豊かな講演風景＝

ミサを捧げる司祭団
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平
和
講
演
会
「
新
谷
の
り
子

さ
ん
と
と
も
に
・
平
和
を
歌

い
・
語
り
継
ぐ
」
を
、
七
月
二

九
日
（
土
）
午
後
三
時
か
ら
五

時
に
か
け
て
北
一
条
教
会
で
行

い
五
〇
名
が
参
加
。

「
フ
ラ
ン
シ
ー
ヌ
の
場
合
」

で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
新
谷
の
り
子

さ
ん
。
イ
ン
ド
の
マ
ザ
ー
テ
レ

サ
ハ
ウ
ス
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、「
人
権
学
習
」
の
講
師
と

し
て
出
会
っ
た
子
ど
も
達
と
の

交
わ
り
、
シ
リ
ア
難
民
キ
ャ
ン

プ
で
の
こ
と
、
九
・
一
一
以
後

の
こ
と
な
ど
、
自
ら
の
体
験
を

も
と
に
戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和

へ
の
思
い
を
熱
く
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
曲
は
「
ベ
イ
ル
ー
ト

一
九
八
二
年
」「
鳥
に
な
れ
た

ら
い
い
ね
」「
約
束
」
な
ど
九

曲
。
新
谷
さ
ん
に
力
づ
け
ら
れ

な
が
ら
全
員
「
第
九
で
第
九
を

歌
お
う
」
で
平
和
へ
の
思
い
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

平
和
祈
願
ミ
サ
は
、
八
月
十

五
日
（
火
）
午
後
六
時
か
ら
七

時
に
、
北
一
条
教
会
で
二
三
〇

名
程
が
参
加
し
、
地
主
敏
夫
司

教
の
司
式
で
実
施
。

地
主
司
教
は
説
教
の
中
で
、

「
人
間
の
心
か
ら
、
憎
し
み
、

妬
み
、
恨
み
、
そ
し
て
報
復
の

気
持
ち
を
取
り
除
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
許
し
、
寛
大
、
柔
和

の
心
が
な
け
れ
ば
平
和
は
実
現

し
な
い
と
思
い
ま
す
。
口
先
だ

け
の
祈
り
、
待
ち
、
願
う
だ
け

で
は
平
和
は
き
ま
せ
ん
。
平
和

を
実
現
す
る
人
、
行
う
人
、
創

る
人
が
、
神
の
子
と
言
わ
れ
る

の
で
す
。」
と
呼
び
か
け
ら
れ

ま
し
た
。

各
小
教
区
（
北
見
教
会
か
ら

も
）
や
、
教
会
学
校
、
修
道
院

か
ら
奉
納
さ
れ
た
平
和
の
折
鶴

は
、
全
国
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所

慰
霊
堂
の
う
ち
北
海
道
関
係
八

箇
所
に
、ま
た
ミ
サ
献
金
九
九
、

一
〇
〇
円
は
「
日
本
パ
レ
ス
チ

ナ
医
療
協
会
緊
急
支
援
」
に
贈

ら
れ
ま
し
た
。

ミ
サ
後
の
平
和
行
進
に
は
、

一
五
〇
名
が
参
加
。

大
通
公
園
三
丁
目
ま
で
、
ペ

ン
ラ
イ
ト
、
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持

ち
、
聖
歌
や
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
で
街
ゆ
く
人
に
平
和
を
訴
え

ま
し
た
。
大
通
公
園
で
は
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
の
皆
さ
ん
の
拍
手

に
迎
え
ら
れ
て
、
祈
り
の
交
流

を
行
い
、
握
手
を
交
わ
し
午
後

八
時
三
十
分
に
解
散
。今
年
は
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
で
の
参
加
も
多
く

嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。
ご
協
力

頂
い
た
皆
さ
ん
や
、
祈
り
、
折

鶴
で
参
加
さ
れ
た
全
て
の
方
々

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
平
和
旬
間
実
行
委
員
会
）
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函
館
地
区

■
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宮
前
町
教
会

東
舘

麻
知
子

七
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日

ま
で
二
泊
三
日
の
日
程
で
行
わ

れ
ま
し
た
函
館
地
区
合
同
夏
季

学
校
も
好
天
に
恵
ま
れ
、
湯
川

教
会
、
当
別
教
会
、
宮
前
町
教

会
の
計
二
十
四
名
の
子
ど
も
た

ち
が
、
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま

す
が
湯
川
教
会
を
お
借
り
し
て

神
様
の
家
族
と
し
て
共
に
生
き

る
事
を
体
験
し
、
た
く
さ
ん
の

お
恵
み
の
中
で
事
故
も
な
く
無

事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

青
年
会
の『
肝
試
し
』に
は
、

キ
ャ
ー
キ
ャ
ー
と
大
騒
ぎ
、

リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
『
だ
る
ま
さ

ん
が
こ
ろ
ん
だ
』『
石
蹴
り
』

は
、
始
め
て
挑
戦
す
る
子
ど
も

も
多
く
、
汗
び
っ
し
ょ
り
に

な
っ
て
熱
中
し
て
い
ま
し
た
。

オ
ー
ル
神
父
様
の
ス
ク
リ
ー
ン

を
使
用
し
て
の
み
言
葉
の
分
か

ち
合
い
。
今
田
神
父
様
の
星
や

月
の
お
話
し
や
、
そ
れ
ら
を
創

造
さ
れ
た
神
様
の
栄
光
に
つ
い

て
な
ど
、
こ
ど
も
た
ち
は
砂
が

水
を
吸
い
取
る
よ
う
に
自
分
の

中
に
取
り
入
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
夜
、
外
に
出
て
子
ど
も
た

ち
の
目
に
映
っ
た
月
や
星
は

き
っ
と
今
ま
で
と
は
違
っ
て
い

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
リ
ー

ダ
ー
の
お
母
様
方
が
作
っ
て
く

だ
さ
る
お
食
事
は
ど
れ
も
お
い

し
く
、
皆
で
食
べ
る
と
そ
の
お

い
し
さ
も
倍
増
し
、
普
段
あ
ま

り
好
き
で
は
な
い
と
思
っ
て
い

た
も
の
も
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
い
つ
も
お
家
の

方
と
行
く
ス
パ
ビ
ー
チ
や
温
泉

も
、
お
友
達
と
一
緒
な
の
で
い

つ
も
と
は
違
っ
た
楽
し
さ
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
リ
ー
ダ
ー

た
ち
が
熱
演
し
た
紙
芝
居
と
寸

劇
『
ダ
ビ
デ
と
ゴ
リ
ア
テ
』
は

拍
手
喝
采
で
大
喜
び
し
て
く
れ

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
寝
静

ま
っ
て
か
ら
こ
っ
そ
り
練
習
し

た
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
。
初
対

面
で
は
緊
張
し
て
無
口
だ
っ
た

子
ど
も
た
ち
も
、
あ
っ
と
い
う

間
に
仲
良
し
に
な
っ
て
、
始
め

は
自
己
主
張
の
強
か
っ
た
子
ど

も
も
皆
と
仲
良
し
に
な
り
ま
し

た
。
自
分
の
要
求
の
主
張
ば
か

り
で
は
な
く
、
自
分
と
他
の
人

と
の
調
和
を
学
ん
で
仲
良
く

な
っ
て
い
っ
た
様
子
で
す
。
最

終
日
に
は
、
お
友
達
が
何
人
で

き
た
か
を
リ
ー
ダ
ー
に
自
慢
し

あ
う
微
笑
ま
し
い
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
そ
ん
な
小
さ
な
出
来

事
に
も
、
中
心
に
お
ら
れ
る
神

様
の
存
在
を
気
付
か
な
い
う
ち

に
感
じ
取
っ
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
一
生
懸
命
に
生
き
、

常
に
何
か
を
吸
収
し
よ
う
と
求

め
て
、
真
直
ぐ
ひ
た
む
き
に
光

の
道
を
あ
ゆ
ん
で
い
る
子
ど
も

た
ち
の
姿
に
は
い
つ
も
教
え
ら

れ
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。今
回
の
テ
ー
マ
は『
祈
り
・

こ
ん
な
時
イ
エ
ス
様
な
ら
ど
う

す
る
？
』で
し
た
が
、こ
の
テ
ー

マ
は
子
ど
も
た
ち
よ
り
私
自
身

に
向
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
無
意
味
に
月
日
だ

け
を
重
ね
る
こ
と
な
く
、
ま
っ

す
ぐ
に
歩
む
こ
と
を
い
つ
も
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
神
様
の

望
ま
れ
る
こ
と
を
聴
く
耳
を
大

切
に
し
、
子
ど
も
た
ち
と
共
に

祈
り
、
共
に
育
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
場
を
借
り
て

皆
様
か
ら
の
暖
か
い
ご
支
援
と

ご
協
力
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
の
夏
、
皆
様
の
暖
か

い
愛
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
は

ま
た
一
回
り
大
き
く
な
り
ま
し

た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

◆
対
象
者

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
結
婚
式

を
挙
げ
た
い
と
お
考
え
の
カ

ッ
プ
ル

◆
申
込
方
法

所
属
教
会
の
主
任
司
祭
の
許

可
を
得
て
、
直
接
、
担
当
司

祭
に
お
申
込
下
さ
い
。

◆
連
絡
・
申
込
先

電
話
（
六
三
一
）
四
二
一
五

カ
ト
リ
ッ
ク
円
山
教
会
の

エ
ミ
ー
ル
神
父
迄

◆
開
催
場
所

カ
ト
リ
ッ
ク
円
山
教
会

札
幌
市
中
央
区
北
四
条
西
二

十
三
丁
目
二
―
一
〇

電
話
（
六
三
一
）
四
二
一
五

Ｆ
ａ
ｘ
（
六
三
一
）
四
二
四
九

◆
日

程

相
談
の
上
、
調
整
し
実
施
し

ま
す
。
教
会
掲
示
の
ポ
ス

タ
ー
を
ご
覧
下
さ
い

平和の祈りが込められた折鶴

��
��
��
��
��
��
��
��
		




札
幌
地
区
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
で
結
婚
式
を
挙
げ
た
い
二

人
の
た
め
に
合
同
で
結
婚
講
座

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
連
絡
下
さ
い
。



札幌教区ニュース／第５号［７］

◆
主
催

札
幌
地
区
宣
司
評

◆
主
管

要
理
担
当
者
養
成
委
員
会

◆
日
時

二
〇
〇
六
年
十
一
月
三
日

（
金
・
祭
日
）

一
〇：

〇
〇
〜
一
六：

〇
〇

◆
場
所

カ
ト
リ
ッ
ク
北
二
十
六
条
教
会

札
幌
市
東
区
北
二
十
六
条
東

一
丁
目

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
一
一
―
七
七
一

―
九
七
五
八

◆
目
的各

小
教
区
に
お
け
る
求
道

者
に
対
す
る
要
理
指
導
は
、

主
に
司
祭
が
行
っ
て
い
る

が
、
人
数
や
時
間
等
を
考
慮

す
る
と
限
界
に
近
い
と
聞
き

ま
す
。
そ
こ
で
、
二
・
三
人

の
信
徒
が
グ
ル
ー
プ
で
求
道

者
と
と
も
に
歩
み
つ
つ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
人
の
中
に
あ
る
も

の
を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
進

め
る
要
理
担
当
者
の
養
成
は

急
務
と
考
え
、「
要
理
担
当

者
養
成
講
座
」
を
開
講
し
ま

す
。こ

の
プ
レ
講
座
は
、
来
年

度
に
開
講
予
定
の
「
要
理
担

当
者
養
成
講
座
」
の
雰
囲
気

の
体
験
を
提
供
し
、
要
理
担

当
者
へ
の
動
機
づ
け
と
し
て

開
講
す
る
も
の
で
す
。

◆
テ
ー
マ

「
信
仰
と
は
何
か
」

「
伝
え
る
こ
と
と
は
」

◆
講
師

藤
女
子
大
学
助
教
授

Sr.
木
村

晶
子（
哲
学
専
攻
）

（
殉
教
者
聖
ゲ
オ
ル
ギ
オ

の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道

会
花
川
マ
リ
ア
院
）

◆
日
程

九

時
三
十
分

受

付

九

時
五
十
分

開

会

十

時

講
義
開
始

十
二
時

昼

食

十
三
時

講
義
再
開

十
五
時
三
十
分

ま

と

め

十
六
時

閉

会

式

◆
参
加
対
象

司
祭
、
修
道
者
、
各
小
教

区
の
要
理
担
当
者
ま
た
は
候

補
者
、
望
ま
れ
る
人
（
主
任

司
祭
推
薦
）、
養
成
委
員
会

メ
ン
バ
ー
（
各
小
教
区
の
信

徒
の
参
加
者
は
五
名
以
内
）

◆
参
加
料
は
無
料

◆
持
ち
物

昼
食
、
聖
書
、
筆
記
用
具

◆
申
込
み
期
限

二
〇
〇
六
年

十
月
十
七
日
（
火
）

◆
申
込
み
方
法

別
紙
用
紙
に
必
要
事
項
記

入
の
上
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル
で

◆
申
込
先

〒
〇
〇
一
―
〇
九
〇
一

札
幌
市
北
区
新
琴
似
一
条

十
二
丁
目
五
―
一
二

澤
田

喜
實

迄

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）

〇
一
一
―
七
六
一

―
五
四
一
四

e�
m
ail

saw
ada@

m
erry.ed.jp

社
会
福
祉
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム

◆
日
時

二
〇
〇
六
年
十
一
月

十
八
日
（
土
）

午
後
二
時
〜

午
後
四
時
三
十
分

（
受
付
開
始

午
後
一
時

三
十
分
〜
）

◆
場
所

カ
ト
リ
ッ
ク
北
一
条

教
会

聖
堂

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
東

六
丁
目
十

◆
テ
ー
マ

「
精
神
障
が
い
と

共
に
生
き
る
」

〜
べ
て
る
の
家
か
ら
学
ぶ
〜

◆
講
師

向
谷
地

生
良
氏

（
べ
て
る
の
家
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
）

◆
入
場
無
料

■ 教区・各地区行事

▼
教

区

１０
月
１５
日
（
日
）

故
澤
田
茂
師
納
骨
式
（
白
石
本
通
墓
地
）

３０
日
（
月
）
〜
３１
日
（
火
）
教
区
司
祭
月
例
会
（
花
川
マ
リ
ア
院
）

１１
月
２３
日
（
木
）

荒
木
関
孝
師
・
池
島
亟
羽
師
金
祝
祝
賀
会
（
北
１
条
教
会
）

２７
日
（
月
）
〜
２８
日
（
火
）
教
区
司
祭
月
例
会
（
花
川
マ
リ
ア
院
）

▼
札
幌
地
区

１０
月
１
日
（
日
）

使
徒
職
大
会
（
藤
学
園
）

４
日
（
水
）

地
区
宣
司
評
事
務
局
会
議
（
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ハ
ウ
ス
）

１５
日
（
日
）

市
内
合
同
墓
参
（
円
山
・
里
塚
・
白
石
墓
地
）

１１
月
１
日
（
水
）

地
区
宣
司
評
事
務
局
会
議
（
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ハ
ウ
ス
）

３
日
（
金
）

要
理
担
当
者
養
成
プ
レ
講
習
会
（
北
２６
条
教
会
）

１２
月
６
日
（
水
）

地
区
宣
司
評
事
務
局
会
議
（
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ハ
ウ
ス
）

▼
函
館
地
区

１０
月
１４
日
（
土
）
〜
１５
日
（
日
）
地
区
合
同
黙
想
会
（
宮
前
町
教
会
）

１１
月
２５
日
（
土
）

八
雲
教
会
献
堂
式
（
八
雲
教
会
）

２６
日
（
日
）

湯
川
教
会
献
堂
５０
周
年
記
念
ミ
サ
・
祝
賀
会
（
湯
川
教
会
）

１２
月
１１
日
（
月
）
〜
１３
日
（
水
）
共
同
回
心
式
（
宮
前
町
・
湯
川
・
元
町
）

２２
日
（
金
）

地
区
合
同
ク
リ
ス
マ
ス
の
集
い
（
宮
前
町
教
会
）

▼
旭
川
地
区

１０
月
２２
日
（
日
）

旭
川
市
内
合
同
初
聖
体
式
（
旭
川
５
条
教
会
）

２７
日
（
水
）

旭
川
宗
教
者
懇
話
会

２９
日
（
日
）

旭
川
地
区
合
同
ミ
サ
（
旭
川
５
条
教
会
）

１１
月
８
日
（
水
）
〜
９
日
（
木
）
旭
川
地
区
司
祭
会
議
（
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
）

２８
日
（
日
）

旭
川
市
内
合
同
ミ
サ
（
旭
川
５
条
教
会
）

１２
月
６
日
（
水
）
〜
７
日
（
木
）
旭
川
地
区
司
祭
会
議
（
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
）

２４
日
（
日
）

旭
川
市
内
合
同
ク
リ
ス
マ
ス
（
旭
川
５
条
・
大
町
）

２５
日
（
月
）

旭
川
市
内
合
同
ク
リ
ス
マ
ス
（
旭
川
５
条
教
会
）

３１
日
（
日
）

旭
川
市
内
合
同
ミ
サ
（
旭
川
５
条
教
会
）

▼
苫
小
牧
地
区

１０
月
３
日
（
火
）

シ
ー
フ
ェ
ア
ラ
ー
ズ
臨
時
運
営
委
員
会
（
シ
ー
フ
ェ
ア
ラ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
）

２２
日
（
日
）

５０
周
年
献
堂
ミ
サ
・
堅
信
式
（
東
室
蘭
教
会
）

２９
日
（
日
）

室
蘭
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
東
室
蘭
教
会
）

１１
月
９
日
（
木
）

シ
ー
フ
ェ
ア
ラ
ー
ズ
運
営
委
員
会
（
シ
ー
フ
ェ
ア
ラ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
）

１２
日
（
日
）

苫
小
牧
キ
リ
ス
ト
教
船
員
奉
仕
会

２０
周
年
記
念
祝
賀
会
（
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
王
子
）

１９
日
（
日
）

苫
小
牧
地
区
連
絡
協
議
会
（
新
富
町
聖
堂
）

▼
北
見
地
区

１０
月
１
日
（
日
）

地
区
宣
司
評
事
務
局
会
議
（
美
幌
教
会
）

札札札札札札札札札札札札札札札札札札札札札札札札札札札

幌幌幌幌幌幌幌幌幌幌幌幌幌幌幌幌幌幌幌幌幌幌幌幌幌幌幌

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地

区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要
理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理
担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担
当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講
座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
プププププププププププププププププププププププププ
レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレ
講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講
座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座
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◆
講
座
（
全
六
講
座
）

○
キ
リ
ス
ト
教
と
は
（
全
一
五
講
）

四
、
五
〇
〇
円
（
教
材
費
、

税
込
）

キ
リ
ス
ト
教
と
初
め
て
出
会

う
方
の
た
め
に

講
座
の
内
容：

最
初
の
呼
び

か
け
／
日
々
に
新
た
に
／

い
の
ち
の
パ
ン

な
ど

○
聖
書
入
門
﹇
Ⅰ
﹈（
全
一
五
講
）

四
、
五
〇
〇
円

（
教
材
費
、
税
込
）

福
音
書
に
親
し
み
た
い
方
の

た
め
に

講
座
の
内
容：

新
約
聖
書
を

開
い
て
／
神
の
国
／
キ
リ
ス

ト
と
共
に
生
き
る

な
ど

○
キ
リ
ス
ト
教
入
門
（
全
一
五
講
）

四
、
五
〇
〇
円

（
教
材
費
、
税
込
）

キ
リ
ス
ト
教
の
基
礎
知
識
を

学
び
た
い
方
の
た
め
に

講
座
の
内
容：

神
を
求
め
て

／
秘
跡
に
つ
い
て
／
現
代
に

生
き
る
キ
リ
ス
ト
者

な
ど

○
神
・
発
見
の
手
引
（
全
一
五
講
）

四
、
五
〇
〇
円

（
教
材
費
、
税
込
）

神
の
存
在
を
知
り
た
い
方
の

た
め
に

講
座
の
内
容：

呼
び
か
け
る

神
／
人
生
と
は
／
見
え
な
い

も
の
と
見
え
る
も
の

な
ど

○
聖
書
入
門
﹇
Ⅱ
﹈（
全
一
七
講
）

五
、
〇
〇
〇
円

（
教
材
費
、
税
込
）

初
代
教
会
に
つ
い
て
知
り
た

い
方
の
た
め
に

講
座
の
内
容：

使
途
の
働
き

／
ロ
ー
マ
人
へ
の
手
紙
／
ヨ

ハ
ネ
の
黙
示
録

な
ど

○
幸
せ
な
結
婚
（
全
一
〇
講
）

五
、
〇
〇
〇
円

（
教
材
費
、
税
込
）

結
婚
準
備
に
、
す
で
に
結
婚

生
活
を
さ
れ
て
い
る
方
に

講
座
の
内
容
：
愛
と
結
婚
／

新
し
い
旅
立
ち
／
人
間
の
成

長
を
目
指
す
結
婚

な
ど

講
座
を
お
申
込
に
な
り
た
い

方
は
、
オ
リ
エ
ン
ス
宗
教
研
究

所
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
る
か
、

上
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下

さ
い
。

�

�

�

�

皆
様
に
感
謝
！

『
祈
り

平
和
を
創
り
出
す
た

め
に
』
の
公
演
を
終
え
て

こ
の
公
演
は
、
四
十
年
程
前

に
発
刊
さ
れ
た
絵
本
・
「
ス
ー

ホ
の
白
い
馬
」
の
朗
読
と
馬
頭

琴
の
演
奏
を
す
る
人
た
ち
が
札

幌
に
い
る
か
ら
聞
い
て
み
た

い
、
更
に
、
聞
き
た
い
人
た
ち

が
他
に
も
い
る
か
も
し
れ
な
い

―
―
と
い
う
思
い
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。「
ス
ー
ホ
の
白
い
馬
」

は
大
好
き
だ
っ
た
白
い
馬
を
偲

ぶ
と
い
う
物
語
で
す
。

�
人
の
想
い
は
尊
く
て
、
祈

る
こ
と
の
確
か
さ
を
伝
え
た
い

�
と
考
え
目
的
と
し
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
は
―
―

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
創
始
者

が
、
こ
ど
も
た
ち
に
残
し
た
最

後
の
手
紙
�
幸
せ
に
な
る
方
法

は
人
を
幸
せ
に
す
る
こ
と
�

宮
沢
賢
治
作
『
銀
河
鉄
道
の

夜
』
の
「
さ
そ
り
の
火
」
が
願

う
、
神
さ
ま
へ
の
お
祈
り
。

�
♪
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
・
グ
レ
イ

ス
�（
神
さ
ま
を
賛
美
す
る
歌

詞
だ
か
ら
）

�
♪
ビ
リ
ー
ヴ
�（
こ
ど
も
に

希
望
を
与
え
る
歌
詞
だ
か
ら
）

こ
れ
ら
を
、
朗
読
と
歌
と
演

奏
（
馬
頭
琴
・
オ
ル
ガ
ン
）
で

構
成
し
ま
し
た
。
こ
ど
も
か
ら

大
人
の
方
々
に
喜
ば
れ
る
も

の
、
特
に
、
教
会
が
時
代
を
担

う
こ
ど
も
た
ち
で
い
っ
ぱ
い
に

な
る
な
ら
素
晴
ら
し
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。

場
所
は
「
カ
ト
リ
ッ
ク
北
一

条
教
会
」
を
希
望
し
ま
し
た
。

久
保
寺
神
父
様
の
許
可
と
、
宣

教
・
養
成
部
の
話
し
合
い
を
経

て
実
現
と
な
り
、
こ
の
企
画
に

賛
同
す
る
人
た
ち
（
カ
ト
リ
ッ

ク
信
者
九
人
・
信
者
で
な
い
人

四
人
）
で
実
行
委
員
会
が
組
織

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
実
行
委
員
会
の
会
議
の

中
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
の
人

た
ち
に
と
っ
て
「
目
か
ら
鱗
」

の
よ
う
な
話
し
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
信
者
の
皆
さ
ん

に
は
前
売
り
券
の
売
れ
行
き
が

い
い
の
に
対
し
て
、
信
者
で
な

い
実
行
委
員
の
人
た
ち
に
は
、

「
祈
り
」、
場
所
が
「
カ
ト
リ

ッ
ク
北
一
条
教
会
」
と
書
い
て

あ
る
こ
と
で
、
お
知
ら
せ
し
た

相
手
が
引
い
て
し
ま
う
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
信
者
の
私
た
ち

に
は
「
そ
う
な
の
？
」
と
驚
き

で
す
。
祈
り
は
特
別
な
人
が
す

る
、
特
別
な
も
の
で
は
な
い
こ

と
。
先
ず
、
教
会
を
知
っ
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。
―
―
と
話
し

合
い
、
司
会
進
行
に
は
、
始
め

か
ら
関
っ
て
い
て
熱
意
が
あ
る

か
ら
と
の
理
由
で
、
信
者
で
な

い
実
行
委
員
の
女
性
が
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
小
学
生
以
下
五
〇

名
・
中
学
生
以
上
二
五
〇
名
の

入
場
者
数
で
し
た
。
混
む
こ
と

が
予
測
さ
れ
た
の
で
、
朝
ミ
サ

後
に
信
者
さ
ん
と
一
緒
に
、
跪

き
台
を
移
動
し
ま
し
た
。
公
演

は
、
参
加
さ
れ
た
方
・
お
手
伝

い
さ
れ
た
方
・
実
行
委
員
が

「
よ
か
っ
た
よ
」「
で
き
た
の

ね
」
と
、
様
々
に
感
動
の
共
有

が
で
き
ま
し
た
。
私
は
翌
日
、

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
「
こ
の
公

演
の
意
図
が
よ
く
分
か
り
ま
し

た
。
感
動
を
伝
え
た
く
て
…
」

と
お
電
話
が
あ
り
、
更
に
感
謝

で
す
。

こ
の
公
演
を
終
え
て
、
実
行

委
員
会
で
確
認
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
教
会
の
使

命
は
、
こ
ど
も
と
信
者
で
な
い

方
た
ち
に
�
キ
リ
ス
ト
を
知
ら

せ
る
こ
と
�
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
誰
で
も
神
さ
ま
に
、
私
を

見
て
い
て
ほ
し
い
、
見
つ
け

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
公
演
を
ご
覧
に

な
っ
た
方
々
が
、
淋
し
い
時

�
神
さ
ま
は
私
を
忘
れ
な
い

�
と
感
じ
て
も
ら
え
た
と
し

た
ら
私
た
ち
の
幸
せ
で
す
。

（
大
関
裕
美
子
）

■

編
集
後
記

■

平
和
旬
間
の
祈
り
の
一
つ
と

し
て
、
所
属
す
る
小
教
区
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
折
鶴
を
折
り
ま

し
た
。
そ
の
人
の
状
態
に
応
じ

て
、
一
羽
折
る
人
も
い
れ
ば
、

百
羽
折
る
人
も
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
平
和
を
願
う
そ
の
人
の

祈
り
の
大
き
さ
は
皆
さ
ん
一
緒

で
し
た
。

イ
ラ
ク
へ
の
自
衛
隊
派
遣
等

で
改
め
て
平
和
を
考
え
さ
せ
ら

れ
た
平
和
旬
間
で
し
た
。
無
事

帰
還
し
た
と
は
言
っ
て
も
、
現

地
で
の
ト
ラ
ウ
マ
で
、
帰
国
し

て
か
ら
問
題
が
発
生
す
る
場
合

も
少
な
く
な
い
と
聞
い
て
い
ま

す
。
戦
争
で
負
傷
や
死
亡
す
る

こ
と
も
当
然
大
変
な
こ
と
で
す

が
、
現
代
で
は
戻
っ
て
か
ら
の

心
の
病
気
に
か
か
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
深
刻
な
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
が
起
こ

ら
な
い
よ
う
日
々
祈
り
、
行
動

し
た
い
も
の
で
す
。（
編
集
子
）
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